
 

 

 

 

 

 もの忘れ検診を受診し、認知症の適切な治療や予防のきっかけとしましょう。 

 

対象：65 歳以上の名古屋市にお住まい（住民票のある）方で 

   今までに認知症という診断を受けていない方 

（年度内に 65 歳になる方も含みます） 

※年度内に 1 回、どなたでも受けられます。 

検診方法：日常生活に関わる問診票記入と簡単な質問 

検診費用：無料 

保健師がお待

ちしておりま

す！ 

お申し込み・お問い合わせは、総合病院 南生協病院 コープ健診ドックセンターまでお願いします  

052-625-0489（平日 10時～17時、土 10時～12時） 

2020 年 1月～ 

名古屋市の新しい取り組み 

もの忘れ検診が始まります 

１．ご予約ください  *予約できる日 

① 平日：月～金 午前 8 時 30 分 

② 金曜日（１.3.5 週）午後 14 時～15 時 

＊検診の時間は 15 分程度です 
 
２． 事前に「もの忘れ検診実施報告票」を

郵送いたします＊記入の仕方を書いた説

明用紙も同封しますので、ご記入ください 

 
3． 検診の当日に「もの忘れ検診実施報告

票」をご持参ください 

名古屋市民 65 才以上以外の方

市外や 65才未満の方でご希望さ

れる方は、自費で検診を受ける

ことができます。 

自費料金：組合員 3982円（税込） 

     未加入者 5082円（税込） 



 

もの忘れ検診についてもっと知りたい！ 

もの忘れ検診を受けると何が分かるのかな？ 

もの忘れ検診では、認知機能について 

「明らかな低下は認められない」「低下の可能性がある」 

「低下がみとめられる」の３段階で評価されます。 

認知機能の低下があっても必ず認知症というわけではな

く、別の病気が隠れている場合もあります。 

「認知症」と診断されても早期治療を開始することで、 

今と変わらない生活を続けることができます。 

南生協病院や各診療所で治療のサポートもしていきます。 

せっかく受けるのなら何か他にいかすことはできるのかな。 

そういえばそろそろ免許の更新だった… 

試験が厳しくなって、免許がもらえなかったらどうしよう。 

運転免許証の更新前にもの忘れ検診を受けてみて、 

免許更新に向けた力試しにしてみるのはいかがでしょう。 

他の健康診断と同じように、毎年受けることで自分の変化を

知ることに繋がります。認知症は予防することもできます。 

南医療生協の各事業所や地域では認知症予防の取り組みも 

ありますので、検診時にご案内します。 

認知機能の低下って認知症のこと？ 

認知症って言われたら嫌だな。 


